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第
四
十
八
条
に
次
の
二
項
を
加
え
る
。

２

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
一
月
を
超
え
る
任
期

を
定
め
た
期
間
業
務
職
員
の
採
用
は
、
そ
の
採
用
の
日

か
ら
起
算
し
て
一
月
間
条
件
付
の
も
の
と
し
、
そ
の
間

そ
の
職
務
を
良
好
な
成
績
で
遂
行
し
た
と
き
は
、
そ
の

期
間
の
終
了
前
に
任
命
権
者
が
別
段
の
措
置
を
し
な
い

限
り
、
そ
の
期
間
が
終
了
し
た
日
の
翌
日
に
お
い
て
、

当
該
期
間
業
務
職
員
の
採
用
は
正
式
の
も
の
と
な
る
。

３

第
三
十
三
条
及
び
第
三
十
四
条
の
規
定
は
、
前
項
の

規
定
に
よ
る
条
件
付
採
用
期
間
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
条
中
「
六
月
間
」
と
あ
る
の

は
「
一
月
間
」
と
、「
九
十
日
」
と
あ
る
の
は「
十
五
日
」

と
、「
当
該
条
件
付
採
用
期
間
の
開
始
後
一
年
」
と
あ
る

の
は
「
当
該
職
員
の
任
期
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す

る
。

第
五
十
二
条
第
二
項
を
削
る
。

第
五
十
五
条
第
三
号
中
「
場
合
」
の
下
に「（
任
期
の
更

新
を
伴
う
場
合
を
除
く
。）」
を
加
え
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
二
年
十
月
一
日
か
ら

施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条

日
々
雇
い
入
れ
ら
れ
る
職
員
の
採
用
、
任
用
の

更
新
そ
の
他
の
任
免
に
つ
い
て
は
、
こ
の
規
則
の
施
行

の
日
（
次
条
に
お
い
て
「
施
行
日
」
と
い
う
。）か
ら
平

成
二
十
三
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
は
、
な
お
従
前

の
例
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
三
条

施
行
日
か
ら
平
成
二
十
三
年
四
月
一
日
ま
で
の

間
は
、
改
正
後
の
規
則
八
e

一
二
第
四
十
六
条
第
二
項

第
二
号
中
「
と
し
て
の
」
と
あ
る
の
は
、「
又
は
日
々
雇

い
入
れ
ら
れ
る
職
員
と
し
て
の
」
と
す
る
。

第
四
条

前
二
条
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
の
規
則
の

施
行
に
関
し
必
要
な
経
過
措
置
に
関
す
る
事
項
は
、
人

事
院
が
定
め
る
。

人
事
院
は
、
一
般
職
の
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に

関
す
る
法
律
に
基
づ
き
、
人
事
院
規
則
一
五
e

一
五
（
非

常
勤
職
員
の
勤
務
時
間
及
び
休
暇
）
の
一
部
改
正
に
関
し

次
の
人
事
院
規
則
を
制
定
す
る
。

平
成
二
十
二
年
八
月
十
日人

事
院
総
裁

江
利
川

毅

人
事
院
規
則
一
五
e

一
五
e

九

人
事
院
規
則
一
五
e

一
五
（
非
常
勤
職
員
の
勤
務

時
間
及
び
休
暇
）
の
一
部
を
改
正
す
る
人
事
院
規

則

人
事
院
規
則
一
五
e

一
五
（
非
常
勤
職
員
の
勤
務
時
間

及
び
休
暇
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
中
「
日
々
雇
い
入
れ
ら
れ
る
」
を
「
相
当
の
期

間
任
用
さ
れ
る
職
員
を
就
け
る
べ
き
官
職
以
外
の
官
職
で

あ
る
非
常
勤
官
職
に
任
用
さ
れ
る
」
に
改
め
、「
七
時
間
四

十
五
分
」
の
下
に
「
を
超
え
ず
、
か
つ
、
常
勤
職
員
の
一

週
間
当
た
り
の
勤
務
時
間
」
を
加
え
、「
常
勤
職
員
の
一
週

間
当
た
り
の
」
を
「
当
該
」
に
改
め
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
二
年
十
月
一
日
か
ら
施
行

す
る
。

（
経
過
措
置
）

２

規
則
八
e

一
二
e

八
（
人
事
院
規
則
八
e

一
二
（
職

員
の
任
免
）
の
一
部
を
改
正
す
る
人
事
院
規
則
）
附
則

第
二
条
の
規
定
に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ
り
任
用
さ

れ
る
非
常
勤
職
員
の
勤
務
時
間
に
つ
い
て
は
、
な
お
従

前
の
例
に
よ
る
。

〇
政
治
資
金
適
正
化
委
員
会
告
示
第
四
十
号

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四

号
）
第
十
九
条
の
二
十
四
の
規
定
に
基
づ
き
、
登
録
政
治

資
金
監
査
人
名
簿
に
登
録
し
た
者
を
次
の
と
お
り
公
告
す

る
。平

成
二
十
二
年
八
月
十
日

政
治
資
金
適
正
化
委
員
会
委
員
長

上
田

廣
一

登
録
番
号

登
録
年
月
日

氏

名

三
七
二
二

二
二
、

七
、
二
三

土
屋

泰

三
七
二
三

二
二
、

七
、
二
三

瀬
川

勝
規

三
七
二
四

二
二
、

七
、
二
三

林

健
行

三
七
二
五

二
二
、

七
、
二
三

大
河
原
啓
充

三
七
二
六

二
二
、

七
、
二
三

占
部

圭
祐

〇
法
務
省
告
示
第
四
百
二
号

裁
判
外
紛
争
解
決
手
続
の
利
用
の
促
進
に
関
す
る
法
律

（
平
成
十
六
年
法
律
第
百
五
十
一
号
）
第
十
三
条
第
一
項

の
規
定
に
基
づ
き
、
認
証
紛
争
解
決
事
業
者
の
住
所
の
変

更
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ

き
、
公
示
す
る
。

平
成
二
十
二
年
八
月
十
日

法
務
大
臣

千
葉

景
子

認
証
紛
争
解
決
事
業
者
の
名
称

社
団
法
人
日
本
産
業
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
協
会

変
更
前
の
住
所

東
京
都
港
区
芝
大
門
一
丁
目
一
番
三
十
五
号

変
更
後
の
住
所

東
京
都
港
区
新
橋
六
丁
目
十
七
番
十
七
号

変
更
年
月
日

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
一
日

〇
法
務
省
告
示
第
四
百
三
号

左
記
の
者
の
申
請
に
係
る
日
本
国
に
帰
化
の
件
は
、
こ

れ
を
許
可
す
る
。

平
成
二
十
二
年
八
月
十
日

法
務
大
臣

千
葉

景
子

住
所
埼
玉
県
川
口
市
幸
町
２
丁
目
７
番
５
`
4
0
3号

池
潔
昭
和
4
1年
４
月
1
5日
生

住
所
千
葉
県
佐
倉
市
中
志
津
１
丁
目
3
2番
８
号

エ
ス
フ
ァ
ン
デ
ィ
ア
ル
・
ラ
リ
昭
和
4
0年
２
月
2
3日

生
住
所
さ
い
た
ま
市
岩
槻
区
西
町
２
丁
目
１
番

1
4
`

2
0
1

号孫
紅
英
昭
和
3
9年

1
2月

2
2日
生

住
所
東
京
都
G
飾
区
堀
切
２
丁
目
3
1番
５
号

閻
輝
昭
和
5
5年
２
月
９
日
生

住
所
東
京
都
G
飾
区
亀
有
５
丁
目
3
9番
４
号

Í
雁
方
昭
和
5
6年
２
月
９
日
生

孫
昭
和
5
4年
７
月
３
日
生

住
所
東
京
都
大
田
区
西
六
郷
２
丁
目
5
7番
６
号

モ
ハ
メ
ド
・
サ
キ
ブ
・
サ
イ
ー
ド
昭
和
5
2年

1
2月

2
8

日
生

住
所
東
京
都
台
東
区
東
上
野
１
丁
目
２
番
３
`
1
2
0
3号

陳
俐
‘
昭
和
5
3年
６
月
3
0日
生

住
所
東
京
都
町
田
市
原
町
田
２
丁
目
2
2番

3
0
`
1
1
0
4号

®
春

昭
和
4
2年
３
月
９
日
生

住
所
大
阪
市
福
島
区
海
老
江
７
丁
目
1
6番
７
号

陳
÷
英
昭
和
5
9年
５
月
８
日
生

陳
n
西
昭
和
6
1年
６
月
2
4日
生

住
所
神
戸
市
中
央
区
諏
訪
山
町
５
番
1
6号

江
沢
満
昭
和
８
年
８
月
1
6日
生

江
麗
華
昭
和
８
年
1
2月

2
1日
生

江
金
花
昭
和
3
8年
８
月
2
6日
生

住
所
大
阪
市
東
淀
川
区
上
新
庄
２
丁
目
４
番
７
`

6
0
2

号ˆ
孝
一
昭
和
5
0年

1
0月
３
日
生

住
所
東
京
都
G
飾
区
堀
切
７
丁
目
2
2番
６
号

柳
向
ù
昭
和
4
2年

1
0月

2
2日
生

王
露
平
成
２
年
８
月
1
6日
生

住
所
愛
知
県
豊
橋
市
西
幸
町
字
笠
松
2
0
1番
地
１

ミ
シ
ェ
リ
・
ミ
ツ
イ
・
シ
ラ
イ
昭
和
5
9年
１
月
2
5日

生
住
所
埼
玉
県
越
谷
市
越
ヶ
谷
１
丁
目
４
番
1
7号

林
宇
展
昭
和
5
3年
６
月
1
8日
生

住
所
山
形
県
鶴
岡
市
布
目
字
宮
田
2
4番
地
５

李
賢
子
昭
和
4
0年
４
月
2
4日
生

蔡
恩
珠
平
成
９
年
６
月
1
2日
生

住
所
札
幌
市
豊
平
区
西
岡
２
条
４
丁
目
５
番
１
号

ア
グ
ス
サ
レ
昭
和
4
8年
８
月
2
3日
生

住
所
福
岡
市
南
区
花
畑
２
丁
目
７
番
3
4号

姜
春
金
昭
和
2
4年

1
2月

2
9日
生

住
所
栃
木
県
那
須
塩
原
市
西
三
島
５
丁
目
1
6
4番
地
2
4

姜
東
ù
昭
和
4
7年
７
月
2
0日
生

住
所
東
京
都
G
飾
区
新
宿
２
丁
目
2
2番
５
号

姜
東
旭
昭
和
5
5年
３
月
1
7日
生

姜
瑩
瑩
昭
和
5
5年
３
月
2
6日
生

姜
琳
香
平
成
2
0年
５
月
3
0日
生

住
所
愛
媛
県
新
居
浜
市
星
原
町
１
番
2
4
`
2
0
4号

李
学
魁
昭
和
5
7年
６
月
2
1日
生

住
所
熊
本
市
南
熊
本
５
丁
目
1
0番

2
8
`
2
0
1号

宋
雪
昭
和
5
5年

1
2月
５
日
生

住
所
大
阪
市
生
野
区
小
路
東
３
丁
目
1
4番
１
号

朱
贇
昭
和
5
1年

1
2月

1
2日
生

住
所
長
野
県
松
本
市
大
字
惣
社
6
0
3番
地
５

姜
萍
昭
和
5
9年
８
月
1
9日
生

住
所
香
川
県
高
松
市
六
条
町
1
4
1
8番
地
1
0

李
貞
仁
昭
和
5
8年
３
月
3
0日
生

住
所
長
野
県
安
曇
野
市
三
郷
明
盛
1
0
3
0番
地
８

金
榮
昭
和
5
2年
３
月
2
2日
生

住
所
大
阪
府
豊
中
市
柴
原
町
２
丁
目
１
番
2
1
`
1
0
2号

李
軍
昭
和
4
8年

1
0月

1
0日
生

住
所
福
島
市
栄
町
２
番
1
0号

付
晶
昭
和
5
8年
５
月
1
8日
生

住
所
沖
縄
県
沖
縄
市
嘉
間
良
１
丁
目
４
番
2
8号

ジ
ャ
ネ
ッ
ト
・
パ
オ
ラ
・
オ
オ
シ
ロ
・
マ
ツ
ダ
昭
和

5
9年
３
月
１
日
生

住
所
愛
媛
県
松
山
市
上
野
町
甲
2
6番
地

牛
莉
霞
昭
和
5
7年
７
月
2
1日
生

住
所
岩
手
県
花
巻
市
大
迫
町
内
川
目
第
3
2地
割
1
7番
地

張
立
紅
昭
和
3
8年

1
2月
１
日
生

住
所
東
京
都
豊
島
区
池
袋
１
丁
目
1
6番

1
1号

朴
玉
@
昭
和
5
3年
８
月
2
8日
生

住
所
高
知
市
長
浜
6
5
5
7番
地
1
5
2

楊
楠
昭
和
5
1年
８
月
1
4日
生

住
所
東
京
都
杉
並
区
堀
ノ
内
２
丁
目
3
2番

2
6号

徐
宇
軒
昭
和
4
5年
６
月
2
9日
生

徐
梓
梁
平
成
４
年
９
月
５
日
生

š
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